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者
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・
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井
す
ゑ

夫
妻

　

『
こ
の
道
よ
り
我
を
生
か
す
道
な
し

こ
の
道
を
歩
く
』
と
い
う
武
者
小
路
実

篤
の
言
葉
が
埼
玉
県
入い
る
ま
ぐ
ん

間
郡
毛も

ろ

や

ま

ま

ち

呂
山
町

の
理
想
郷『
新
し
き
村
』の
門
の
木
柱
に

書
か
れ
て
い
る
。
新
し
き
村
を
建
設
し

た
の
は
武
者
小
路
実
篤
で
あ
る
。
実
篤

が
提
唱
し
、
自
ら
筆
を
執
っ
た『
新
し
き

村
の
精
神
』の
第
一
条
に
、
新
し
き
村
は

『
全
世
界
の
人
間
が
天
命
を
全
う
し
、
各

個
人
の
自
我
を
完
全
に
生
長
さ
せ
、
相

互
の
協
力
と
調
和
に
満
ち
た
世
界
の
建

設
を
目
指
し
た
共
同
体
』
と
あ
る
。
新

し
き
村
は
、
農
業
を
中
心
と
す
る
共
同

体
で
、
最
初
、
大
正
７
年（
１
９
１
８
年
）

に
九
州
の
宮
崎
県
児こ

ゆ

ぐ

ん

湯
郡
木き

城じ
ょ
う
む
ら

村
に
建

設
さ
れ
た
が
、
ダ
ム
建
設
の
た
め
水
没

す
る
こ
と
に
な
り
、
昭
和
14
年（
１
９
３

９
年
）に
同
地
に
移
転
し
た
。

　

実
篤
は
、
明
治
18
年（
１
８
８
５
年
）

に
東
京
市
麹こ
う
じ
ま
ち
町
で
生
ま
れ
た
。
武
者
小

路
家
の
祖
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
公く
ぎ
ょ
う卿

筆
頭
の
五
摂せ

っ

け家
に
つ
ぐ
七
清せ

い

が華
の
三
条

西
家
よ
り
出
た
公き
ん
た
ね種
で
、
公
種
は
京
都

武
者
小
路
に
屋
敷
を
構
え
た
。
以
来
武

者
小
路
家
の
宗
主
は
、
代
々
、
朝
廷（
天

皇
政
務
所
）
に
天
皇
の
歌か
ど
う
そ
う
し
ょ
う

道
宗
匠
と
し

て
仕
え
て
き
た
。
明
治
17
年（
１
８
８

４
年
）
の
華
族
令
と
叙
爵
内
規
制
定
に

よ
り
、
第
10
代
目
宗
主
実さ

ね

よ世
に
子
爵
が

授
け
ら
れ
、
実
篤
は
そ
の
二
男
で
あ
っ

た
。

　

実
篤
は
、
華
族
子
弟
が
通
う
学
習
院

の
初
・
中
・
高
等
科
を
経
て
、
明
治
39

年（
１
９
０
６
年
）東
京
帝
国
大
学
文
科

大
学
社
会
学
科（
現
東
京
大
学
文
学
部
）

に
進
学
す
る
が
、
１
年
後
中
退
。
こ
の

間
、
母
方
の
叔
父
勘か

で

の

こ

う

じ

解
由
小
路
資す
け
こ
と承
の

勧
め
で
聖
書
や
ロ
シ
ア
の
ト
ル
ス
ト
イ

の
著
作
を
読
む
。
こ
れ
よ
り
少
し
前
の

学
習
院
高
等
科
在
校
中
、
実
篤
は
、
親

友
の
志
賀
直
哉
、
木
下
利
玄
ら
と
文
学

愛
好
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
て
い
る
。
明

治
41
年（
１
９
０
８
年
）の
文
集『
荒
野
』

は
実
篤
の
長
い
作
家
歴
の
最
初
の
著
作

物
と
な
る
。
こ
の
著
は
自
己
犠
牲
を
説

く
ト
ル
ス
ト
イ
に
影
響
を
受
け
、『
他
人

を
愛
す
る
に
は
ま
ず
己
を
愛
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
自
己
肯
定
論（
エ

ゴ
イ
ズ
ム
）』を
述
べ
た
も
の
で
、
実
篤

の
思
想
の
根
底
に
な
っ
て
い
た
。
３
年

後
、
実
篤
は
志
賀
や
学
習
院
の
後
輩

有あ
り
し
ま島
武た
け

郎お

と
そ
の
弟
里さ
と
み
と
ん

見
弴
ら
を
加
え

て
文
芸
月
刊
誌『
白
樺
』
を
創
刊
し
た
。

そ
の
同
人
と
月
刊
誌
白
樺
は
白
樺
派
と

呼
ば
れ
た
。

　

実
篤
と
犬
田
・
住
井
夫
妻
に
は
次
の

よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
っ
た
。
実
篤

は
、
住
井
が
２
等
に
入
賞
し
た
昭
和
３

年（
１
９
２
８
年
）の
読
売
新
聞
懸
賞
小

説『
大
地
に
ひ
ら
く
』の
選
者
で
あ
っ
た

こ
と
。
実
篤
と
犬
田
は
、昭
和
６
年（
１

９
３
１
年
）に
農
本
主
義（
農
業
お
よ
び

農
村
社
会
を
国
の
本
と
す
る
考
え
）
者

の
同
志
と
し
て
日
本
村
治
派
同
盟
結
成

に
参
加
し
た
こ
と
な
ど
だ
。

　
　
　
　

筆
者
は
、
実
篤
の
新
し
き
村

に
共
感
し
て
19
歳
で
入
村
、
そ
こ
で
38

年
過
ご
し
た
渡
辺
兼か
ね
じ
ろ
う

次
郎
と
い
う
人
を

知
っ
て
い
る
。
渡
辺
は
、
実
篤
に
小
窯

を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
石

岡
市（
旧
八
郷
町
）菖
し
ょ
う

蒲ぶ

沢さ
わ

の
泰た
い
ざ
ん
が
ま

山
窯
で

陶
芸
に
精
進
し
て
い
る
。
渡
辺
の
作
風

は
、『
白
い
釉ゆ
う

に
野
の
花
を
絵
付（
実
篤

が
描
い
た
花
に
よ
く
似
て
い
る
）し
た
、

ど
こ
に
も
あ
り
そ
う
で
な
い
、
日
常

使
っ
て
飽
き
の
こ
な
い
、
親
し
め
る
器

を
、
と
日
々
制
作
し
て
い
る
』そ
う
だ
。

（
敬
称
略
）

�絵巻をみる実篤（昭和40年代）

　新しき村　根津与氏提供。

　―毛呂山町歴史民族資料館刊

『武者小路実篤と新しき村』より引用―

�
渡
辺
兼
次
郎
の
作
品
「
野
の
花

の
器
」―

こ
の
野
の
花
が
武
者

小
路
実
篤
の
描
い
た
絵
に
似
て

い
る
。




